
将来  。広大移転  。プロ野球 。旅行 。免許
。河合奈保子  。松田聖子  。夏休みの計画

Q7,Q8を 通してサークル活動あり、遊びあり
勉強ありでいろいろな人物がいて大いに結構。今の

時期には大学の講義とは別に、大いに遊び、大いに

読書し、大いに勉強すべきだろう。

以上、アンケー トの結果 と、それに対する編集部

な りのコメ� � ) + の は て に は 電 停 のにも別れの挨 拶。 自い眼の返事

にもめげず 、「 明るい総科 56生 」は一路西条へ。

楽しい楽しいバスの旅。交通渋滞のイライラも、

地域住民 との対話 (「 おい坊主、ここどこや?」「

どこの学校 ?」 )や、校歌せい唱、仮面ライダーの

歌でまざらわしていました。田植えも近き田ンぼが

ひろがり、人影 もまば らになると、しだいにバスの

中の空気が重々しくなってきました。「 ここが西条

かっ′」「 四年 になったらここへ来るんかっ/」 一

「 不安の総科 56生 」でした。

小高い研修センターに着 くとす ぐさま、大研修室

へ。学部長代理の挨拶に続 くは、高橋先生の講演「

人間と環境 」。結局は山火事には気を付けようとの

ことでした。今夜のために本能的に眠っていた人が

多くいたようでした。センターの係員さんの諸注意

のあと、各 自指定の宿泊室へ。ここでア然としたの

が、約半数の男たち。なんと彼 らは研修センターの

されいな部屋と女性たちと離れて器具庫へ。

今日も元気だ56生〃西条の巻

「 なんという差別だぁ― /わ しらは器具か ぁ一′」

夜空に向かって叫びました。今に も空は泣 きだしそ

うでした。

5時半か ら夕食 と入浴。器具庫組は食堂に入れず

まず入浴。この日のために、体のアカをとっておい

たとい う下宿生は風呂に大歓喜 /陽気な奴 らは隣り

の女湯にとどけとばかり春歌の大合唱。楽しくアカ

を落 としたあとは、楽 しい食事が・……待っていませ

んでした。ガランとした食堂で器具庫組はそれな り

に楽しく食事をしました。

7時半か らは文系、理系に分かれての「 研修 J。

文系、理系どっちつかずの
｀こうもり男

″
は少数で

あったようでした。理系の笑い声を尻耳に、文系で

は激しい討論を経ながら各コースの説明がなされま

した。個人的に専門的な質問も出ましたが、全体的

な討論という型には発展せず、あまり有益な研修 と

はいえませんでした。が、最後に飲んだビールはう

まかったです。

8時半か らは、さめ、待ちに待った「 特別研修 」

の時間です。かわいそうな器具庫組の所へ、女性た

ちと二人の先生が加わ り、大競演。「 あ、あの人が

あんな芸を……。 」「 やっぱりやったか。」の感想

部集編
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と共に、歌やおどりで大熱気。M2/1_の奇妙な合い

の手 も交えなが ら、一人一人と役者が出現。 off
icial な消灯時間 もなんのその、酒やジュース

は次々されたが、出演依頼はきれません。「 安芸の

国 」合唱 12時 まではのどをからして叫びました。

先生たちが「 おやすみ 」とひき上げていっても、

若いエネルギーはまだありあまっています。器具庫

組の勇士たちは夜ばいを敢行しました。ところが、

三度とも失敗におわり、あえなく徹退。センター組

を羨ましく思い、闇に向かって叫びました。「 神保

オ ～～、真邦子 ォ～―。 」外はまったくの闇で、人
家はまったく見あたりません。不燃焼エネルギーを

いくらでも吸いこんでしまうような自然がそこにあ

るだけでした。仕方がないのでわずかな虎の子の酒

をチビリチビリとやりながら、器具庫組約 10名が

人生論か ら女の話 (主にこれだが )の花を咲かせま

した。四時半頃、器具庫組の悲しみを知るかのように

雨が落ちできました。「 あしたのソフトはどうなる

んや」と心配 しなが ら消灯しました。

明けて 17日 、午前六時頃、空は曇ってますが雨

は落ちていません。「 ソフトができるぞぉ― 」、

誰かが叫びました。すると、その声で曇が振動した

のか雨が落ちてきました。なんという/ソ フト中止

の時は、チューター別の演芸会の予定です。はっき

り言って芸は昨日、出しつくしたのです。不安のま

ま、我々は朝食を取 りました。

朝食を取 り終わった 8時半か ら、チューター別の

「 研修 」がありました。入学後のガイダンス以来の

チューター別行動で、その時はっきりしていなかっ

た姿形が身近かな会話の内に認識されるようになり

ました。このような少人数での研修はできるだけ、

今後 もとるべきだと思われます。

11時か ら昼食。これは今までの内で最高のメニ

ューでした。久々の肉が食えた後はどうにか雨 もや

み、ついにきましたソフトボール



総科へ入つて、学部内の結束がとかく話題になる

ことが、初めは不思議だつた。けれど、次第に慣れ

ると、総科が強い結束を目標にしてお



今 ,オ リキャ ンに思 うこ と

ヽ

｀
連帯のいとぐらをとらえる

″こういう言葉が、

今年度入学生の手引きの、オリキャンの説明中にあ

る。これがオリキャンの趣旨である。その象徴たる

第一の行事は、キャンプファイアーであろう。

日の落ちたファイアー場のざわめきが消えて、火

の神の声に唱和する頓になると、私達の心の中に、

これか ら始まろうとする祭典への期待が、ずっしり

と重くのしかかって来た。そして点火・… 炎̈が燃え

上がると同時に私達の重圧は燃え尽 くされ、祭典へ

の参加者になる。その躍動感が、いたる所か ら伝わ

ってくる。「 すごい。′」「 すばらしい .′ 」周囲の者

達が、そう叫んでいる。フェローと新入生、先輩と

後輩といった関係はなかった。誰 もがオリキャンに

参加した一人一人の仲間として存在し、燃え上がる

炎を見つめ、レクに参加している。炎天下のレクで

疲れた人達 も、その疲れを忘れたかのように騒いで

いる一―あの時誰 もが、オリキャンに参加 して良か

ったと、思ったのではないだろうか。

ファイナルで、 トーチの火がひとつひとつのロウ
ソクに移 され、光の輪が広がる中、私達はさっきま

での騒 ぎとは異なった意味で、心のつなが りを感 じ

私の研究分野は流体物理

であ る。現在は衝撃波加熱

による気体の電離過程を調べ

ている。ここでは詳しいこと

は省略し、衝撃波についての

話 と、将来の夢を述べる。

衝撃波というのは、超音速

で飛行する飛行機の翼端から

発する衝撃波と同じものである。衝撃波が通過する

と、その波面の前後で種々の物理量の飛躍が起る。

波面背後では急激に圧力・温度・密度が大となる。

例 えば、 1気圧 の空気中でマ ッハ 2(音速の 2
倍 )で 伝わ る垂直衝撃波 を考 えると、波面背後

<シ リーズ・学問のすすめ>

そのИ 衝 撃 波 の 研 究 と私 の 夢

5645006 石  川  明  徳
ながら、ファイアー場を後にした。

キャンプでは、今まで知 らなかった者同志が、急

速に親しくなるということがよくある。それは、キ

ャンプという場が、日常の生活 とは異なった雰囲気

にあるか ら、 ということか もしれない。確かにそう

であろうが、みんな自分を素直に表現 し、認識しあ

っていることもひとつの理由ではあるまいか。キャ

ンプでは、認識しあうことは必須の事項である。お

互いの存在を、尊重して活動していかなければな ら

ない。

総科で長い間言い続けられ、伝統 となっているこ

とに、強い連帯がある。みんなが協力し合って、押

し進めていくのが総科である。今、 56年度総科生
は、着実な一歩を踏み出し始めている。この歩みが

続 く限 り、私達はあのファイアーの前で感じた、心

のつなが りを忘れてはならない。

もう早いもので、オリキャンか ら1ケ 月余 り、ま

だ心の中に、あのロウソクの火は、燃えているだろ

うか。

江  田  憲  彰

では圧力は 45気圧、温度は約 200℃になる。こ
れがマッハ 5の速度では 29気圧、 1,440℃ にも
なるのである。原爆の爆発で起 された衝撃波は、球

面衝撃波として伝播していくのであるが、衝撃波の

性質からもあの惨状は予期 され得た。この球面衝撃

波の波面前後の関係式は 1943年 に英の G.I.
Tayler が求めたものであるが、軍事的要請から
発表がとめられ、 1946年 に発表されたものであ
る。米英は連合国であったか ら、原爆開発の科学者

達はこの式のことを知 り得ていたであろう。直接に

原爆の開発に携わった者、またその及ぼす物理的影

響を計算した者等ヽここにも科学者の良心、社会的

責任の重さの一端 をかいまみる思いがする。現在の
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科学研究は何 らかの形で軍事に結びつかないものは

ないといわれる。悪用 された時の威力がどれ程の も

のであるか知 り得る研究者達は、その科学の成果が

どの様に使われるか見 とどける責任がある。しかし

自分 も含めてであるが、現在の研究者を考えれば各

人それぞれ蛤壺に入った状態で、研究を通 じて自分

の自然観、社会観を切 り開き、社会的存在意義をみ

とおす姿勢が弱い。加えて見かけ上研究者があふれ

ている状態が作 られてお り過当競争により、いわゆ

る業績が求められる。こうなれば、安易な報告書作

りに追われ、研究者 としての自覚・責任などはふっ

飛んでしまいがちである。こうなつてはいけない。

これを克服するには、研究体制等考えるべき問題は

多々あるが、自分にはこれを論ずる知識に乏しい、

最後は己れの良心が基 となるであろう。

さて、この衝撃波を簡単に発生させるには衝撃波

管を用いる。これは管を隔膜で 2つの気室に分けた

もので、一方に高気圧の気体を入れ もう一方を低圧

にし、膜を急にとり除 くことで低圧室側に衝撃波を

発生 させる。現在手持ちの装置で、波面の速度約

3000/Z/S、 クリプトンガスでセッハ数約 13が得ら
れる。この時の衝撃波背後の温度は約 15000℃ と

なる。衝撃波前後の変イヒがステップ状であることを

利用 して主に化学の分野で反応速度を研究するのに

用いられている。また、物理・工学の世界でも超音

速風洞として用いたり、より強い衝撃波では背後が

高温になるので、熱電離プラズマの研究に も用い ら

れる。私の研究対象 もこれである。更に強い衝撃波

を作 り、核融合を行なわせようという試みもある。

その際のモデルはディーゼルエンジンと同じで、衝

撃波管を用い、燃料の重水素を少量管の中に注 ぎ込

み、衝撃波を飛ばし、高温・高密度プラズマを作 り

核融合を行なわせる。これを一定の周期でくり返し

行なわせようというわけである。

現在我々のところでは、衝撃波背後の急激な変イヒ

を利用し、気体の熱電離のメカニズムを追っている。

これまで愉ガスを用いて実験して来たが、この電

離のメカニズムは、途中で第一励起準位に原子のエ

ネルギー状態が上げられ、その後電離へ と進むこと

が分った。これか らは簡単な二原子分子と ガスを
混合し、二原子分子の解離が、電離にどの様に影響

するかを追求する。

現在の装置では一発の衝撃波を発生 させるのに丸

一日かかる。これは主に低圧室を真空にひき、測定

部 (マ ッハツェンダー干渉計 )を調整するのに費される。

準備万端整えば「 発射」ということになるのである。

が、およそ 10のノウレブやコックの操作・測定部のオ

ッシロの調整・接写カメラのセット等、直前にやる

べき項目がた くさんあり、テンテコマイである。測

定系に関しては、単発の衝撃波にうまく同期してデ

ータをとらなければならない。この同期に失敗すれ

ば実験データは一つ もとれない。失敗すれば、高価

な試料気体、また時間がすべて無に帰する。まさに

毎回発射の瞬間は祈る気持である。

以上が今やっていることと、近い将来にやろうと

していることである。この研究自体には、環境科学

コースの学生の教育に直接結びつくものは少ない。

直接学部の学生に還元できるものとして、言葉通 り

の環境問題を扱ってみたい。将来の夢というのはこ

れである。研究者は一度決めた進路は変え難い。自

然科学では特にそうである。が、流体物理で、流れ

の問題を扱っているので、この手法を活用し、海流

のシミュレーション及び観測データ収集等をやって

みたい。これ らの実測データは、行政官庁 (特に海

上保安庁等 )が時々行なっているが、シミュレーシ

ョンを行なうにはデータ数が足 りない。これまでの

観測のやり方では莫大な費用を要するが、現在では

長期間の観測を行なわせるシステムが、手近な計算

機を組み込むことで可能で安価に出来る。まずは観

■ll機器の開発よりとりかか りたい。学部の若い人達

に触発 されて、いっしょにやってみたい ものである。

(基礎科学研究・助手 )

<シ リーズ・学問のすすめ>

その 15 社 △
バ

Q:社会人類学ってあまり聞き慣れないことばだけ
れど、どんな学問なんですか?文化人類学とどう違
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学類人

うのですか ?

A:簡単にいう

山 下 晋 司

と、文イヒ人類学は主にアメリカで発


